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1.はじめに

本学では、高等学校家庭の普通免許状の授与の

ために必要な科目の一つである「家庭電気・機械

及び情報処理」に対応する科目として、「家庭工学」

及び「生活情報処理」の授業を開設しており、「家

庭工学」は「家庭電気・機械」に、「生活情報処理」

は「情報処理」に対応する科目として位置づけら

れている。

家庭電気・機械に関する先行研究としては、ま

ず、家電製品そのものの特性などについて考察し

た研究として、浜・池本 (1985)の電磁調理器の

機構に基づく特'性について考察を行った研究や、

まつり槌いミシンの不良縫製に及ぼす因子につい

て考察した研究などがある。

大学での授業実践に関する研究として、藤井

(2001)は、新たな展開として「家庭電気・機械」

を「生活工学j として開講しているが、講義内容

は従来の「家庭電気・機械」の範囲を核としてお

り、大学での授業実践例として冷蔵庫の商品比較

を行うレポートを実施し、その考察を行っている。

その結果、製品の質を見抜いて購入することをど

のように育成していくかが課題としている。また、

西口 (2011)は、「家庭電気・機械」の講義の最
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終課題とした学習指導案の具体例としての授業実

践を行っており、省エネルギーの観点から身近な

家電製品としてヘアドライヤーや薄型テレビや電

力及び消費電力量を題材として授業を展開した内

容について考察を行っている。

鈴木他 (2009)は、当時の教育職員免許法施行

規則に示された「教科に関する科目」と家庭科の

学習指導内容の整合性を確認し、問題点の究明と

改善の方策を考察するため、高等学校に勤務する

家庭科担当教員への意識調査を通して考察を行っ

ている。その中で、「家庭電気・機械」の必要性

について、否定的な意見が 55.5%と肯定的な意

見 (44.5%)を上回っており、全科目の中でも

否定的な意見が最も高いとしている。その理由と

して、「家庭総合や家庭基礎にない」、「他の教科

で学習したほうがよい」、「家庭科の内容とあまり

関係がない」などの意見が多数を占めていること

を明らかにしている。その上で指定科目からの削

除を含めて今後検討していく必要性を指摘してい

る。

「家庭電気・機械」は、 1989年の改定により、

新たに新設された「生活技術」に「家庭生活と電

気・機械」が組み込まれた科目である。「家庭電

気・機械」に関する学習内容は、旧学習指導要領
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(2000)までは「生活技術」において「家庭生活

と電気・機械」の項目が明確に位置づけられ、具

体的な学習内容も示されていた。しかし、現学習

指導要領 (2010)においては、「生活技術jが「生

活デザイン」へと改編されたことに伴い、学習内

容から「家庭電気・機械」に関する内容が削除さ

れた。それは、すなわち教育職員免許法及び教育

職員免許法施行規則で必要とされる科目としての

位置づけが暖昧となっていることを表している。

そこで、本稿では、旧学習指導要領と現学習指

導要領における「家庭電気・機械」の位置づけを

確認した上で、今後の高等学校の家庭科教育にお

いて、「家庭電気・機械」の内容をどのように指

導していくことが可能か検討し、共通教科「家庭

総合」での実践の可能性について、大学での講義

で実践し、学生の授業評価により考察していくこ

とを目的とする。

11.学習指導要領上の課題と展望

1 .旧学習指導要領における「家庭電気・機械」

の位置づけ

旧学習指導要領解説 (2000)では、普通教科「家

庭」の一つである「生活技術」において「家庭生

活と技術革新」の単元が設けられており、「科学

技術の進展が家庭生活に及ぼす影響について理解

させ、家庭生活の充実を図るためのコンビュータ

の活用や家庭用機器の適切な管理と活用ができる

ようにする」ことを目標として、「科学技術の進

展と家庭生活」、「家庭生活と情報」、及び「家庭

生活と電気・機械」の3項目が設定されている。

「家庭生活と電気・機械」では、「家庭用機器の

機能と活用及び安全と管理について理解させ、家

庭用機器を適切に取り扱うことができるようにす

る」こととしている。具体的には、「家庭用機器

の機能と活用」については、衣食住などの生活に

関連する機器を取り上げ、その構造や機能に加

え、その活用方法などを実験・実習を通して理解

させていくとしている。その際、コンピュータ内

臓の家庭用機器の製品を使用する際の留意点など

理解させるよう求めている。また、「家庭用機器

の安全と管理」については、家庭用電気機器を安

全かつ能率的に使用するために、屋内配線の仕組

みと安全対策などについて理解させることとして

いる。また、家庭用機器の取扱説明書などを活用

して安全・保守の方法や性能に応じた使用方法な

どを取扱い、適切な管理ができることとしている。

2.現学習指導要領での位置づけ

現学習指導要領解説 (2010)では、先述したよ

うに、教科「生活デザイン」へと改編された際、

これまで「生活技術」に位置付けられていた「家

庭生活と電気・機械」の学習内容が削除されてい

る。そこで、現在の共通教科において、「家庭電気・

機械」で学習する内容に関連する事項があるのか、

標準単位数が4単位である「家庭総合」と「生活

デザイン」の2科目の学習内容について検証を行

つ。

まず、「家庭総合」においては、「生活の科学と

環境」の「食生活の自立と調理」の中で、「調理

器具の特徴や取り扱い方などとも関連させて理解

させる」とあり、家電製品の中でも、電子レンジ

やIH調理器具、炊飯器などの安全な取扱いやそ

の特徴を指導する上で、「家庭電気・機械」で修

得する知識や技術は大いに役立つものと考える。

また、「往生活の科学と文化」の「住生活の計画

と選択」において、「安全で快適、かつ健康で耐

久性のある住居に必要となる機能について理解さ

せ」とあり、その中で電気の安全な取扱いを学習

させていくことは可能である。

「生活デザイン」においては、「住生活の設計と

創造」の「家族の生活と住居」の中で、家庭総合

と同様に「健康で安全かつ快適な生活を営むため

に必要な住居の機能について理解させる」とあり、

また、「快適さの科学と住空間の設計」で「安全

で健康に配慮した耐久性の高い快適な住居を実現

するために必要な住居の性能について科学的に理

解させる」とあり、電気の安全な取扱いを学習さ

せていくことが可能である。さらに、「インテリ

ア計画」においては、インテリアデザインの要素

のーっとして「照明器具jを取り扱う内容となっ

ており、「家庭電気・機械Jで学習する内容を反

映させていくことが可能である。

3. r家庭電気・機械」の展望

「家庭電気・機械」については、前述した考察
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を踏まえると、次期学習指導要領の改訂の際、

改廃を含め検討されている可能性があるものの、

現時点では教育職員免許法上必要な科目である以

上、学習した内容を既存の教科での展開を検討し

ていくことは重要なことである。

共通教科での指導に活かしていくことを前提に

考えると、住居の安全性の視点から電気の安全な

取扱いを学習内容として位置付けていくことが求

められよう。

住居の安全性については、 2011年の東日本大

震災後、住居や住環境の安全性に対する意識が高

くなり、地震や津波への対応策として住居の立地

条件や住居自体の構造上の安全性に対する学習が

注目を集めている。それらの自然災害への備えに

加え、人為的災害とりわけ火災等から住居を守る

ために必要な知識や技術を習得することも重要で

ある。

今後、上記の視点から「家庭電気 ・機械」に関

する授業内容を検討していくことが大切であり、

そうした授業づくりが求められよう。そこで、次

章では高等学校の家庭総合での授業づくりに向け

て、大学での授業実践を通して学生の評価をもと

に考察を行っていくこととする。

111.授業実践

1 .授業実践の概要

授業は平成 27年 5月 15日に、本学部 3階

331教室にて行った。受講生は、本生活科学教

育専修の3年次学生 5名に加え、高等学校家庭の

免許状取得を目指す技術教育専修3年次学生の 2

名の計7名が授業を受講した。

本学で開講している家庭工学は l単位科目で週

時間も 1・0の設定となっており、本授業は 15時

間の中の 6~7 時の授業内容を連続授業 (90 分)

として行った。主題は「家庭の電気Jとしている。

2.実践内容

電気は私達が生活していく上で欠かすことので

きないライフラインの一つであり、電気が身近に

がり、死亡事故にもなり兼ねない大変危険なもの

でもある乙とを再確認し、電気および家電製品を

安全に使用するための知識と技術を習得する内容

とした。

まず、本時の授業の事前準備として、写真 1の

ように授業開始前から電気保温ポット、ジ、ャー炊

飯器、オーブントースター、コーヒーメーカーの

差込プラグを 4個口のテーブルタップに差し込ん

だ状態でセッティングしておいた。尚、テーブル

タップの差し込みプラグ自体は壁のコンセントへ

は差し込んでいない。

授業開始後の導入時において、学生へ「乙の状

態で、テーブ、ルタップの差込プラグを壁のコンセン

トに差し込み、全ての家電製品を同時に使い始め

たらどうなりますか?Jと問う。学生Aから「ブ

レーカーが落ちる」との意見がある。そこで、再

度、「テーブルタップの差し込み口が 4個あるの

に全部使つてはいけないの ?Jと質問する。学生

Bは「なぜだろう ?Jと考え始めた。すると学生

Cが「実際に自宅で同じような形で使用したらブ

レーカーが落ちた」と答えた。学生Dが、「たく

さん電気を使いすぎたから」と答えた。さらに、「で

は何個まで同日使うことができますか?Jと質問

したところ、学生全員が沈黙し思考し始めた。

そこで、本授業終了後には、安全に電気や家電

製品を使用するための基本的な知識と危険を防止

する技術者E身に着け、授業者の前述の質問にしっ

かりと答えることができることを目標に授業を進

めるととを確認した。

使用できる環境にあることで私達生活者の利便性 写真 l テーブルタップに接続した家電製品

が高められ、快適に暮らすことができる。しかし、

生活者が電気の取扱いを誤ると火災の発生につな
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授業の展開部分では、まず発電所から送電線路

や配電線路を介して住宅地へ電気が安全に届けら

れる仕組みについて解説し、その後各家庭へ電気

を引き込むための引込線、分電盤や分岐開閉器等

の屋内電気配線、及び電力量計の仕組み等につい

て解説した。毎月、電力会社から届く電気料金の

請求書の内容を確認するため、筆者の住宅におけ

る平成 25年8月の請求書(写真2)を例にあげ

て説明を加えた。学生全員、請求金額に驚いてい

る様子であった。尚、筆者宅の平成 25年度の月

平均の電気料金は 3，366円で、特に太陽光発電

装置等は設置していないが、住宅の構造や間取り

の工夫等で快適に過ごすことが可能である。その

具体的な仕組みについては、別稿にて報告する予

定である。

写真2 筆者宅の 8月の電気料金請求書(一部)

家庭内での電気の使用方法については、導入で

示したタコ足配線の危険性やこまめに掃除を行わ

ないことで トラッキング現象による火災の危険性

について解説した。

タコ足配線の危険性については、導入で提示し

たケースと似た事例を示し、電気器具の消費電力

と使用電圧から電気器具に流れる電流の大きさを

それぞれの器具について算出し、全体としてテー

ブルタップのピニルコードに流れる電流の大きさ

を算出した。さらにテーブルタップに示された許

容電流の値を確認し、流れる電流の方が多いと危

険であることを具体的に計算しながら解説した。

また、電気器具の消費電力と使用電圧は、電気器

具に貼られた表示マーク(写真3)で確認するこ

とができることを伝え、表示内容の確認が大切で

あることを理解させた。

その後、導入で示したテーブルタップに配線し

た家電製品の状態(写真 1)について、実際に家

電製品の表示を確認してもらい、ワークシー トに

まとめながら、その安全性を検証してもらう実習

を行った。

写真3 家電製品に貼られた表示マーク(一部)

トラッキング、現象による火災の危険性について

は、 2002年に本学内の学生寮で発生した火災を

紹介した。壁のコンセントが本棚等で隠されてい

たため、ほこりが溜まり湿度が高い状態となり、

トラッキング現象により発火したとされる出火事

例で、私たちの身近なところでトラッキング現象

による火災が発生しており、生活者自身が日常の

生活の中で気を付けるべきことを解説した。

最後に、電気用品安全法により、家電製品には

安全マークを表示することが義務付けられている

ことや PSEマークやSマーク(写真3)などを確

認して購入することの重要性について解説した。

IV.学生の評価からみた成果と課題

1 .授業振り返りシートの概要

授業振り返り シー トは、受講者に対し毎回の授

業終了後3日以内に提出を義務付けているもの

で、その内容は、①授業方法について、②授業内

容について、③教材について、④本授業への自身

の参画度について、⑤分かつたこと ・興味を持っ

たこと、⑥授業を通して子どもたちに伝えたいこ

と、⑦その他、の7項目である。授業振り返りシ

ートを実施する意図は、授業に対して受身になら
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ず、近い将来、受講生自身が授業者として指導し

ていくことを意識させ、主体的かつ客観的に授業

を受講してもらうためでもある。また、取りまと

めに際しては、常に授業を批判的に考察してまと

めることを意識させており、大学 1年次の授業か

ら振り返りシートの提出を継続して実施している

ため、学生も授業の課題を指摘できるようになり、

中には改善案も示すことができる学生もいる。

本時の授業に対する成果と課題について、授業

振り返りシートの内容から考察を行うこととす

る。尚、以下の考察では、受講生7名のコメント

について、受講生Aから受講生Gとして表記する。

2.授業方法について

授業方法に関しては、導入部分について、「授

業の始めから前の方に電気器具が置かれていて、

好奇心がわいていた。大学生や高校生ぐらいの年

頃の子には興味関心がいい刺激になると思う。(受

講生A)Jや「初めから授業の内容に入るのでは

なく、家電製品のコンセントをテーブルタップの

すべての穴に差し込んで電源をつけたらどうなる

かを生徒に想像させ、本授業の内容がスタートし

たので、内容に入りやすかったし、興味・関心を

もたせる導入だ、ったと思う。また、実践的な活動

もあって授業を能動的に受けやすかった。(受講

生D)Jといったコメントがあり、導入部分に対

する肯定的な意見がみられ、興味・関心を高める

授業方法であったと思われる。

授業後半のテーブルタップに接続した家電製品

の消費電力等を読み取り、コードに流れる総電流

を求める実習に関しては、「ただ説明者E受ける授

業より、活動があると生徒も楽しんで学べる授業

になると思った。実際のモノを使つての説明で分

かりやすかった。(受講生C)Jとコメントしてお

り、家庭科教育では原則として 10分の 5以上を

実験・実習に配当することになっており、実習を

取り入れることの効果があったものと思われる。

また、「プリントの最後に、電気器具の使用に

ついて注意する ζ とは?と授業の内容を振り返

り、実生活にどう取り入れるか考える項目があっ

たので、よかったと思う。(受講生 B)Jや「実際

に家電に表示されている消費電力とテーブルタッ

プに記載されている許容電力を見て、計算する形

は自分の生活に繋がりやすくて分かりやすかっ

た。また、家でも家電を見たら消費電力はどのく

らいかなとか、考えるようになっていて良かった。

(受講生 G)Jとのコメントがあり、受講生が各自

の生活を振り返り、自身の生活課題を意識して取

り組めるよう、日常の生活で起こりうる事例を想

定した本時の授業内容に学生も当事者意識をもっ

て授業に臨むことができたものと思われる。

3.授業内容について

授業内容に関しては、「実践的でわかりやすか

ったと，思う。(受講生A)Jや「家庭の電器のしく

みを理解することのできる、適した内容だったと

思う。(受講生 D)Jとコメントしている学生に加

え、「一般的な家庭の電化製品についての知識を

学んだ。各家庭への電器の送られ方や分電、電力

量計の読み方、家電製品による事故とその対策法

を知ることができた。また、変電所の役割や送電

線の種類(景観への配慮など)もわかった。(受

講生 E)Jと学習内容を体系的に理解できた学生

もいることがわかる。

また、事例として身近な火災事故等を取り上げ

たことについても、「安全についての内容があり、

実際に学寮でもトラッキング現象が原因での火災

があったと知り、気を付けようと思う内容だ、った。

(受講生C)Jや「普段電流について気にすること

なく電化製品を使用し、電気を扱う危険性を知ら

ずに過ごしてきた。本授業で身の回りの電気の配

線について学び、テーブルタップの使用可能範囲

を学び、注意点が分かつたので今後に活かしてい

こうと思う。(受講生 B)Jというコメントもあり、

学生自身の生活課題として捉えることができ、か

つ、課題改善に向けた意欲も高まったと思われる。

さらに、「具体的な例を挙げて説明しているの

で、理解しやすかった。(受講生 E)Jなど、一般

的な説明に加え、受講生にとって身近な事例を示

すことの大切さを再認識することができた。

4.教材について

教材については、「実際の電気器具を使い調べ

るという取り組みだったので、ただ、情報を与え

られるよりも理解しやすい。(受講生A)Jや「普

段使用している家電製品から電流の大きさを学
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び、確認で、きたのが良かった。家で電気器具を使

用する時は l度確かめてみようと思う。(受講生

B)J、「実際のテーブルタップや家電製品を使用

していて、実践的に考えることができたし、より

興味をもちやすく、よかったと思う。(受講生 D)J

のように、実際に家電製品を教材として使用した

ことを肯定的に捉えているようである。

家庭の電気の学習自体に苦手意識を持っていた

学生においても、 I~家庭の電気』というと難しそ

うなイメージ、だ、ったが、(中略)普段使っている

家電を実際に確認することで生活に実践的に活か

せる教材だった。(受講生 E)Jのように、事故防

止のために実際の生活に活かせる教材として取り

組みやすい教材であったようである。

さらに、トラッキング現象を防止する対策の例

として、テーブルタップの工夫や壁のコンセント

の差込口に取り付ける商品などを紹介したことに

対しても、「事故防止グッズについても実際に見

て知ることができた。(受講生 E)Jと評価してい

る。

5.本授業への参加度について

本授業への参画度については、「積極的に考え

参加できた。(受講生 A)J、「意欲的に取り組んだ。

(受講生 D)、「先生の問いかけに対し、考えたこ

とや分かったことを積極的に伝えるように努力し

た。(受講生 E)Jと、積極的に授業へ参画する姿

勢がうかがえる。また、「自分が授業者ならどの

ような工夫ができるか、また生徒はどのように感

じるのかを考えながら授業を受けていた。生徒は、

前に準備されている炊飯器などに、何をするのだ

ろうかとわくわくしながら参画できる。電流のワ

ークシートで、生徒に電流を調べさせていて、生

徒のやる気を引き出せる。(受講生 C)Jと将来の

授業者としての視点から本授業を客観的に捉えな

がら授業へ参画している様子も確認することがで

きた。

また、他専修の学生の中には、「技術科の授業

で触れたことがあった内容であったが、家庭工学

と物理的観点からの違いを感じ、 lつの分野でも

また違った授業が出来るのだと思い、自分がもし

技術の授業で電気の分野を取り扱う際にもこの内

容を盛り込んでいこうと思った。(受講生 F)Jと

他の教科の授業づくりへの応用も検討しており、

授業の多様な展開も期待される。

一方で、「自分の生活に馴染みがあるテーマだ

ったので興味・関心はあった。しかし、電気につ

いてしっかりと答える自身がなく、発言すること

に消極的になってしまっていた。(受講生 G)Jと

あるように、発言の機会をより一層設けてあげら

れるよう授業の改善が必要である。

6.興味を持ったととについて

興味を持ったことに関する内容をみると、「家

のパソコンのテーブルタップにパソコン関連の電

気器具だけでなく、いろんな種類のコンセントが

差さっているので不安になった。学ばなければ、

そのまま電気製品の様子を見ながら使っていたと

思うので、学ぶ機会を持つことが出来て良かった。

(受講生 B)Jや「テーブルタップに流れている電

流を調べてみて、許容電流が 15Aに対して、電

気器具から流れる電流が 32.75Aで、はるかに上

回っていることに驚いた。自分の家ではどうだろ

うか、と興味がわいた。(受講生 C)J、「家電によ

る事故は気付かないうちに、火災などが起こる恐

れがあるので、コンセント部分の清掃など細かく

行っていこうと思った。(受講生 E)J、さらには、

「実際に家電製品の消費電力を見てみると、思っ

ていたより電力を消費していてびっくりした。家

庭で消費電力を確認して使用したことがなかった

ので、一大事になる前に電気の仕組みについて知

れてよかった。これからは、それぞれの消費電力

を確認して使用したり、トラッキング、現象を起こ

さないように対策していこうと思った。(受講生

D)Jのように、本時で学習したことを学生自身

の生活課題として捉え直していることがわかる。

上述した学生の興味・関心は、学習指導要領で

求められているように、生徒が自分の生活に結び

つけて学習できるよう、問題解決的な学習を充実

させていくとした指導内容の配慮事項にも対応で

きている学習内容といえよう。

7.授業を通して子ども違に伝えたい乙と

授業を通して子ども達に伝えたいことに関して

は、将来の授業者としての意識をもって授業に臨

んでもらうため、設問項目として設けているもの
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である。

受講生のコメントを確認したところ(表 1)、

回答した 6名のうち、受講生C、D、E、Gの4名

が「安全」というキーワードを意識した授業づく

りを行っていきたいとしていることがわかり、残

り2名の受講生(受講生A、F)についても事故

防止の対策には言及していることから、全体的に

授業者の意図は伝えることができたと思われる。

特に受講生 Dにおいては、多くの学生が電気の

安全な使用に留まっている中で、「安全に配慮し

て生活者E営むことができるように育てていきた

い。」とコメントしており、住教育をより意識し

ていることが確認できる。

一方、受講生Bは本設聞に対する回答がなく、

受動的な学習に留まっており、授業者としての意

識にまで至っていない状況も確認できた。今後は、

より一層将来の授業者としての意識を持たせるこ

とができるよう、学生に対する発問の工夫など授

業の改善を行っていくことが求められる。

VI.おわりに

「家庭電気・機械」は、現学習指導要領での

位置づけが唆昧な状況となっており、鈴木他

(2009)の調査時点よりもさらに指定科目からの

削除を含めた検討が求められている状況になって

いるものと思われる。しかし、「家庭電気・機械J

において取り扱う内容のうち「家庭用機器の安全

と管理」については、家庭総合や生活デザインの

教科で求められる住まいの安全性の視点から学習

内容としては重要な内容であり、少なくとも現学

習指導要領に基づく学習が展開されている聞は、

家庭総合での展開の可能性を検討していくことが

求められよう。

そこで、家庭総合における電気や家電製品の安

全な使い方に関する内容の授業実践を想定し、大

学での授業実践を通して学生の評価をもとに考察

を行った結果、実験・実習を取り入れた授業づく

りに加え、学生に身近な生活課題へと引き寄せて

いく授業作りの可能性を見い出すことができた。

学生の評価からも明らかなように、高校生が自分

の生活に結びつけて学習できるよう、問題解決的

な学習を充実させていくとした指導内容の配慮事

項にも対応できている学習内容といえよう。

今後は、実際の教育現場での実践を通して、生

徒の授業に対する評価を検証し、住居の安全性の

視点からよりよい授業づくりを行っていくことが

求められる。

表 l 授業を通して子ども達に伝えたいこと
目受講生! 内容

ブレーカーが落ちる仕組みを理解しても

A Iらい、そのための対策を考えさせたいと思

フ。

安全について。 トラッキング現象により

自分たちの生命が危機にさらされる可能性

があるのだということをしっかりと伝え、

対策ができるようにしたい。

電気器具を購入する際に、安全マークな

C Iどの表示を見て意思決定し購入できるよう

に安全マークについてもしっかり伝えたい。

自分の家でタコ足配線やテープeルタップ

の使い方はどうかということを調べさせ改

善することができるように正しい知識を伝

えたい。

アーブルタップで同時に使用できる電気

製品はどれぐらいなのか、同時にすべての

電気を使用した場合どのようなことが起こ

D Iるのか、その他コンセントを使うに当たつ

ての事故や対策について教え、安全に配慮

して生活を営むことができるように育てて

し、きたい。

家電による事故について知り、安全に利

用するための方法を知って欲しい。許容電

流から電力の消費量を考えて使うことがで

E Iきるようにさせたい。また、生活になくて

はならない電気が作られる方法やどのよう

に運ばれているのかを知り、電力の大切さ

に気付かせたい。

普段使っている家電製品がいきなり発火

し事故を起こす可能性がある。その事故を
F I 

無くすにはどうしたらいいか。自分たちの

家は大丈夫か。

電気は現代社会でなくてはならないもの

なので、どこからどのように送られてきて

いて、電柱に来ている電圧と家庭内に来て

いる電圧の違いや身近にある家電の消費電

G I力、テーブルタップの許容電力などを知り、

許容電流を超えないよう家電を適切に使用

することができるようにしたい。また、 ト

ラッキング現象やアースの重要性を知り、

安全に使用できるようにしたい。
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